






















緒言 

多剤併用による強力な化学療法と,頭蓋への放射線照射を中心とした中枢神経白血病の予

防処置により,小児の急性リンパ球性白血病(ALL)の予後は著しく改善している。しかしな

がら,このような治療を受け,しかも予後の良い患者の多くは発育期にあり,精神・神経・肉

体面への好ましくない効果も懸念されてきている。 

頭部への放射線照射による中枢神経機能への影響については比較的多くの研究があるが,

肉体面への影響についての研究,特に長期にわたる継続的な追跡研究はあまりなされてい

ない。 

そこで，肉体面の発育につき，3～6年の期間継続的な観察の行なわれたALL およびそれに

準じた治療を受けた非ホジキン悪性リンパ腫(NHL)の患児 24 名につき,身長,体重・骨年齢

の変化をみると共に,若干の内分秘学的検査を行ったので,その結果を報告する。 


